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自ら学び，主体的に考える情報モラル教育の在り方 

－総合的な学習の時間における探究的な学習を通して－ 

 

情報教育チーム 

  《研究の要旨》 

   情報モラル教育は各学校において継続的に行われているが，生徒のインターネット利用に関するトラブルは増加傾   

  向にある。この状況を解決するには，情報モラル教育の授業を，これまでの講義を聞くだけの受動的な学習から，生   

  徒が自ら問題を解決していく主体的な学習に転換していく必要があると考えた。そこで，総合的な学習の時間の中で   

  情報モラルを課題として設定し，探究的な学習を通して生徒の断片化した知識に有機的なつながりをもたせ，インタ   

  ーネット利用に関する知識の定着と情報モラルの向上を目指す授業実践を行った。  

 

Ⅰ 研究の趣旨 

 現代社会において，ほぼすべての児童生徒が何らかの形

でインターネットを利用している。また，ＳＮＳ等による

被害の低年齢化も進んでおり，情報モラルの指導の重要性

は高まる一方である。 

 当センター情報教育チームで今年度実施した，「福島県

の情報教育の実態等に関する調査」（以下，「情報教育の実

態調査」）によると，本県中学校において，情報モラル教

育を「指導計画を基に計画的に指導した」と回答した学校

は，74.4％であった。多くの学校で，情報モラル教育を課

題としてとらえ，教育課程に位置付けていることがうかが

える。 

しかし，情報モラル教育に計画的に取り組んでいる学

校が多いにもかかわらず，ＳＮＳに関わるトラブルやスマ

ートフォン等の長時間使用等，インターネット利用に関す

るトラブルは増加傾向にある（図１）。 

 

 

 「情報モラルの指導時間」に関する回答では，中学校全

体で「１～４時間」が66.8％であった。計画的に取り組ん

でいるが，年間を通して指導時間を十分に確保できていな

い現状があることが分かった。また，情報モラル教育を行

う際，「外部講師を活用した」と回答したのは，中学校全

体で60.4％であった。さらに，「情報モラル教育をどの時

間に指導したか」に関する回答では，「技術科」が84.5％

だった。このことから，情報モラルの授業は，教科・領域

単体や外部講師による講義型で学習している場合が多い

と考えられる。 

 これらの「情報教育の実態調査」の結果を踏まえて，生

徒のインターネット利用に関するトラブルが増加傾向に

あるのは，生徒のインターネット利用に関する知識が断片

化していることが一因となっているのではないかと考え

た（図２）。講義を聞くだけの受動的な学習による，断片

化している知識を有機的につなげ，生徒が自ら問題を解決

していく主体的な学習への転換と，学校教育全体で体系的

に指導する必要があると考え，本主題を設定した。 

 

 

 さらに，生徒の知識を有機的につなげ，行動変容を促す

ためには，探究的な学習を通して知識を定着させていくこ

とが有効ではないかと考え，情報モラルを現代的な諸課題

の一つととらえて，総合的な学習の時間の課題に設定する

こととした。次期中学校学習指導要領（平成 29 年告示）

では，総合的な学習の時間の目標及び内容は，図３のよう

に示されている。情報モラルは指導要領に示されている探

究課題のすべてに対応できる内容であり，総合的な学習の
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図１ 情報モラルに関するトラブルの発生状況 

図２ 知識が有機的につながるイメージ 
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時間の課題にふさわしいと考えられる。 

 次期中学校学習指導要領（平成29年告示） 

第４章 総合的な学習の時間 

第２ 各学校において定める目標及び内容 

(5) 目標を実現するにふさわしい探究課題については，

学校の実態に応じて，例えば，国際理解，情報，環境，

福祉・健康などの現代的な諸課題に対応する横断的・

総合的な課題，地域や学校の特色に応じた課題，生徒

の興味・関心に基づく課題，職業や自己の将来に関す

る課題などを踏まえて設定すること。 

 

 以上のことから，総合的な学習の時間に情報モラルにつ

いて，自ら学び，主体的に考え，発信する探究的な学習を

通して，生徒の断片化したインターネット利用に関する知

識に有機的なつながりをもたせ，インターネット利用に関

する知識の定着と情報モラルの向上を目指すこととした。 

 そして，研究の成果を情報モラルの授業モデルとして県

内に示すことで，本県の情報モラル教育の質的な改善に寄

与することを目指した。 

 

Ⅱ 研究の内容    

１ 研究内容・方法 

 研究協力校２校で授業実践を行った。 

 (1) 総合的な学習の時間における全体計画の作成 

 総合的な学習の時間における全体計画については，各研

究協力校が実態に即した形で作成した。そのため，指導時

間が確保でき，学校全体で体系的に情報モラルの指導に取

り組む体制も整えることができた。 

 福島第四中学校では，「課題解決能力・発信力を高める

総合的な学習の時間」を総合的な学習の時間の主題に設定

し，総時数20時間で学習を進めた（図４）。昨年度も総合

的な学習の時間に情報モラルを探究課題に設定し，授業実

践を行っているため，全体計画もスムーズに作成できた。 

「課題解決能力・発信力を高める総合的な学習の時間」全体計画 

福島第四中学校 第１学年 

１ 目的 

(1) スマートフォン，ＳＮＳ等についての学習を通して，イ

ンターネットリテラシーを高めるとともに，インターネッ

ト利用社会における現在から未来への課題を見つけ，自分

たちの生活の利便性と安全性の双方を高めようとする意識

を高める。 

(2) 自分たちで見つけた課題について，自分たちで解決の方

策を探る過程を通じて，課題解決能力の育成と発信力の向

上を図る。 

(3) 学区内の小中高の連携推進を図り，地域社会に貢献する

中学生の在り方について考えさせる。  

 

 石川中学校では，「総合的な学習の時間における情報モ

ラルに関する学習」を主題とし，情報モラルを軸に教科

横断的に，総時数23時間で学習を進めた（図５）。 

 中学校に入学したことを機に，スマートフォン等の情報

機器端末を所持した生徒も多く,早い段階で情報モラルに

ついて学ばせたいということと，総合的な学習の時間で得

られた成果の発信を小中連携事業の中で実施することか

ら,第１学年で授業実践を行うこととした。 

「総合的な学習の時間における情報モラルに関する学習」全体計画 

石川中学校 第１学年 

１ ねらい 

(1) スマートフォン，タブレット等の情報機器を利用する際

の留意点等，情報モラルに関する学習を通して，生徒一人

一人がこれからの情報化社会を生きていく上でのリテラシ

ーの向上を図る。 

(2) 情報モラルに関する基礎的・基本的な内容について学習

することで課題意識を高め，小学校第６学年を対象とした

情報モラルに関する発表会を通して理解力を深めるととも

に，実践的な能力を養う。 

(3) 国語や技術の時間との連携を図り，教科横断的に学習を

進めるとともに，調べ学習やその結果のまとめ，発表に向

けた準備，そして発表といった情報収集・処理・判断・発信

のプロセスを経ることで生徒の問題解決能力や情報活用能

力の向上を図る。 

 

(2) 総合的な学習の時間における授業構想 

① 探究課題を解決する一連の単元構想 

 総合的な学習の時間で，情報モラルを探究的に学習して

いく過程で，「課題の設定」から「情報の収集」「整理・分

析」「まとめ・表現」まで，インプットからアウトプット

までの一連の学習のスパイラルを繰り返し，探究的な学習

の繰り返しが発展的な学習となるように，それぞれの講座

に落とし込んだ（図６）。 

 

 

② 生徒の視野を広げる講義・ワークショップ 

 生徒は自分たちのインターネット利用について，様々な

課題があることは十分理解している。しかし，自分事とし
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図６ 探究的な学習となる単元構想 

図４ 総合的な学習の時間全体計画（目的） 

図５ 総合的な学習の時間全体計画（ねらい） 

図３ 「総合的な学習の時間」の目標及び内容（抜粋） 
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てとらえることができず，近視眼的である。そこで，情報

モラルの内容に加えて，ＡＩなどの技術革新と職業の変化

や生活に密着したインターネット社会の現実についての

内容も学び，視野を広げ，問いを見いだす場面を設定した。 

 さらに，講義で学んだ内容を自分事としてとらえるため

にワークショップを取り入れ,問題解決型の学びへ転換を

図った。 

③ ワークシートの工夫 

 毎回の講義でワークシートに記入することが，「課題の

設定」から「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」

までの一連の学習のスパイラルにつながるようワークシ

ートを構成した。 

(3) 探究的な学習となる授業構想 

 ５月から６月にかけて，情報モラルに関する新たな知識

の習得と視野の広がりを目的とした講義とワークショッ

プについては，教育センターが関わった。７月以降は，研

究協力校の全体計画を基に情報モラルを軸とした探究的

な学習を進めることとした。その際，一つ一つの講座や調

べ学習の取組において「課題の設定」から「情報の収集」

「整理・分析」「まとめ・表現」までの一連の学習のスパ

イラルが繰り返されるように授業を構想した（図７）。 

 

 

(4) 地域・保護者との連携 

① 学習内容の共有 

 生徒が情報モラルについての学習内容をアウトプット

する場として，学習内容を保護者に伝え保護者からコメ

ントをもらう活動を取り入れた。学習内容の定着と，生

徒と保護者が情報モラルについて情報を共有する機会を

設定した。 

② 中高連携事業の推進 

 福島第四中学校では，中学校と高等学校の連携事業と

して，隣接する福島高等学校の生徒から，調べ学習の進

め方についてアドバイスを受ける機会を設けた。  

③ 総合的な学習の時間での情報発信 

 単元の最終的な「まとめ・表現」として，学区内の小

学校第６学年を対象に，情報モラルについての学習成果

を発表する場を設けた。 

(5) 生徒の変容の見取り 

 総合的な学習の時間の最初と最後に，生徒にイメージマ

ップを作成させ，スマートフォンやインターネット利用に

関する知識の量や考え方と，その知識の有機的なつながり

についての変容を見取ることとした。また，生徒の情報機

器端末との関わり方についての行動変容は，振り返りシー

トの記述内容から見取ることとした。 

 

Ⅲ 研究の実際 

１ 教育センターの関わり    

 探究的な学習を進める中で，教育センターの関わった講

座内容は以下のとおりである。 

(1) 第１回情報モラル講座    

① 生徒の実態把握 

 生徒のスマートフ

ォンやインターネッ

ト利用に関する知識

の量や質がどのよう

な状況にあるのか，実

態を把握するために，

イメージマップを作

成させた（図８）。イメ

ージマップに書かれ

た言葉の数を集計したところ，福島四中の平均が14.3個，

石川中の平均が12.1個であった。 

 言葉の数が少なく，言葉の広がりも不十分で，インター

ネット利用に関する知識が断片化されているイメージマ

ップが数多く見られた。このような状態では，実際にイン

ターネットを使用する際の様々な意思決定の場面で，望ま

しい行動選択をすることは難しいと考えられる。 

② 第１回講義「情報モラルを学ぼう」  

 講義の目標と内容は，以下のとおりである。 

目標 自分と情報機器との付き合い方を考えよう 

内容 友達とのトラブル対策 

   インターネットに書き込みをすること 

   使いすぎ（ネット依存への対策） 

   悪意のある人への対策 

 ふくしま高校生スマホ宣言を活用し,講義内容を構成し

た。インターネットの特性である公開性，記録性，信憑性，

公共性，流出性について講義を行い，インターネットを利

用する上で必要な情報を中心に講義を行った。 

③ ワークシートの活用 

 第１回講義の内容をワークシートにまとめさせた（図

９）。生徒Ａは，「整理・分析」の部分で講義内容から「デ

ジタルタトゥー」「タイムマネジメント」「インターネット」

をキーワードとして選択し，「メールのデメリットをもっ

図８ イメージマップ 

図７ 探究的な学習となる授業構想 
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と調べてみたい」と次の学習へ意欲を高めている。 

 そして，「まとめ・表現」の部分で，生徒は「ルールを

親と話し合い，そのルールを守り，メールの言葉に責任を

もつ」と，これからの自分の行動について考えをまとめて

いる。生徒から学習内容の報告を受けた保護者は「インタ

ーネットの使い方について，話し合うよいきっかけとなり

ました」とコメントを返している。このように，毎回のワ

ークシートで，「課題の設定」から「情報の収集」「整理・

分析」「まとめ・表現」まで，一連の学習のスパイラルが

完結するようにした。 

 

 

(2) 第２回情報モラル講座    

① 第１回ワークショップ    

 生徒にインターネットの問題を自分事としてとらえさ

せるために，ワークショップを情報モラル講座に取り入れ

た。 

 ワークショップでは，実際の行動選択場面を提示し，そ

の判断には個人差があることを，体験を通して学ぶことが

できた。ワークショップ後の生徒の感想は，以下のとおり

である。 

 相手を意識し，相手の気持ちを考えることが大切であ

り，文字と文字とのコミュニケーションの難しさを自分

事としてとらえることができており，ワークショップの

有効性が確認できた。 

② 第２回講義「人工知能・ＳＮＳ・ＩｏＴがもたらす 

 社会」 

 講義の目標と内容は，以下のとおりである。 

目標 未来を予想し今を決定できる人になろう 

内容 人工知能がどのような状況にあるのか 

   ＳＮＳの投稿でＡＩがどんどん賢くなる？ 

   モノのインターネット化（ＩｏＴ） 

   セキュリティの重要性 

 生徒の視野を広げるために，人工知能の開発や人工知

能とＳＮＳとの関係，様々なモノがインターネットに接

続されているＩｏＴのことなど，既に訪れている技術革

新についての講義を行った。生徒がこれから生きていく

未来を予想することで，今何をすべきか考えさせ，さら

に生徒それぞれの将来についても考えさせた。  

(3) 第３回情報モラル講座 

① 第２回ワークショップ 

 第２回講義の内容から，インターネットのサイトやアプ

リケーションソフトを利用した際に,画面に表示される言

葉や指示は本当に信用できるのかなど，セキュリティを中

心としたワークショップを行った。生徒は，インターネッ

トには，信頼できない情報が溢れていることを体感し,行

動選択をする際に生きて働く知識の定着を図った。 

② 第３回講義「１台のスマホから」 

 講義の目標と内容は，以下のとおりである。 

目標 自分で考え，自分で行動選択できる人になろう 

内容 スマートフォンの材料から見えるもの 

   レアメタル 

   スマホから見る世界的な問題 

   スマホから見る身近な問題 

 第３回講義では，生徒の行動選択で必要となる知識をさ

らに広げるために，１台のスマホから見える，世界的な問

題を取り上げ，講義を行った。行動選択するためには，近

視眼的で，自分の半径数メートルだけの狭い視野では，行

動選択が難しいのではないか,さらに視野を広げて，世界

的な視野で物事をとらえる必要があるのではないかと考

 「自分がいいこと」＝「相手もいい」というわけで

はない。自分はこうだと思っていても相手に伝わらな

いこともある。つまり，一度考え直し，相手の立場に

立つということが大事。 

図９ 第１回講義ワークシート（生徒Ａ） 
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えた。講義終了後の生徒の感想に「紛争鉱物についてどの

ような解決方法があるのか調べてみたい」「生活を便利に

することと環境問題との関わりを調べてみたい」などの記

述があり，視野の広がりが感じられた。 

２ 研究協力校の計画による取組 

(1) 福島第四中学校 

① 探究課題設定 

 主題である「課題解決能力・発信力を高める総合的な学

習の時間」に沿って，各学級で３回の講座内容を基に探究

課題が設定された。 

 調べ学習の内容は，以下のとおりである。 

○第１回の講座内容 

 「ネット依存について」「デジタルタトゥーについて」 

 「ＳＮＳについて」等 

○第２回の講座内容 

 「ロボットが働くホテルについて」 

 「ビッグデータについて」 

 「ＩｏＴと人工知能について」等 

○第３回の講座内容 

 「人権侵害について」「レアメタルについて」 

 「紛争鉱物について」等 

② 中高連携事業 

 隣接する福島高等学校の生徒から，調べ学習を進めるポ

イントについてアドバイスを受けた。生徒は，情報の集め

方や情報のまとめ方，よりよく伝えるための方法，プレゼ

ンテーションの仕方などについて学び，自ら設定した課題

の解決に向かって，レポート制作に取り組んだ。 

③ 夏休みの課題 

 生徒は，３回の講座と高校生のアドバイスを基に，夏休

みの課題として，探究課題についてのレポートを完成させ

た。レポート制作に取り組むことで，単元構想にある一連

の学習のスパイラルが繰り返され，「情報の収集」「整理・

分析」「まとめ・表現」の活動に繰り返し取り組むことと

なり，調べ学習により収集した情報が，さらに整理された

と考えられる。 

④ 情報モラル課題解決学習発表会に向けた取組（フリ 

 ップ制作） 

 情報モラル課題解

決学習発表会を単元

の最終的な「まとめ・

表現」の場として設

定した。発表会で使

用するフリップ制作

は，グループでの協

働学習とした。生徒

一人一人が制作した

レポートを基に，分かりやすく伝えることを視点に検討を

行った。グループでの協働学習では，文字の大きさやフリ

ップ１枚の情報量，内容について検討した（図 10）。小学

生に分かりやすく伝えるためのフリップを目指して，話合

い活動を重ねることで，「まとめ・表現」の活動の質が高

まり言葉が精選され，理解が深まったと考えられる。 

⑤ 情報モラル課題解決学習発表会 

 小学生を対象に作成したフリップを使用して，ポスター

セッション形式で学習内容の成果を発表した。聞き手の興

味・関心を高めるために，分かりやすく伝えようとする姿

が見られた。また，クイズ形式で発表に参加させたり，質

問に答えたり，ポスターセッションならではの双方向のや

りとりを通して,小学生の理解につなげることができた。

また，小学生に配慮した発表を心がけることで内容が整理

され，自ら設定した探究課題について理解を深めることが

できたのではないかと考えられる。 

⑥ 小学生の感想  

 情報モラル課題解決学習発表会に参加した小学生の感

想は，以下のとおりである。 

○メリット・デメリットをまとめていて，とても分か

りやすかったです。 

○一度炎上してしまうと，取り返しがつかない事態が

起きてしまう。ツイッターを使用するとき個人情報

をのせない。 

○もし，ネットを利用するなら，時間をしっかり決め

て周りの人に迷惑をかけないようにしたい。 

 「とても分かりやすかった」「ツイッターには個人情報を

のせない」といった記述から，発表会の内容を理解し，今

後のインターネット利用について考えられたことがうか

がえる。生徒が精選した伝えたい内容が，児童の感想に述

べられていることから「まとめ・表現」の活動の質が高ま

り，表現力の向上につながったと考えられる。 

(2) 石川中学校 

① 探究課題設定 

 小学生のための情報モラル教室を単元の最終的な「まと

め・表現」の場として設定した。各学級で第１回情報モラ

ル講座の内容を基に探究課題を設定し，生活班ごとに，レ

ポート作成に取り組んだ。 

 調べ学習の内容は，以下のとおりである。 

「ネット依存の危険性について」 

「個人情報の管理について」 

「炎上について」 

「デジタルタトゥーについて」 

「ＳＮＳでのコミュニケーションについて」 

「正しく，安全に使用するためのルールについて」等 

② 夏休みの課題 

 生徒は，レポートの制作を通して，情報モラルについて

の学習内容を振り返り，さらに調べてみたい内容や小学生

に伝えたい内容を整理し，レポートにまとめた。 

③ 小学生のための情報モラル教室に向けた取組（ポス 

図 10 制作したフリップ 



  －17－  

 ター制作） 

 情報モラル教室に向けた取組は，教科横断的に行われた。

技術・家庭科（技術分野）では，「情報とコンピュータ」

の単元において，コンピュータを活用してポスター制作の

ための情報を収集した。また，国語科では，「ポスターセ

ッション」を扱う単元において情報モラルを題材としたポ

スター制作に取り組んだ。国語科でポスターを制作したこ

とで，ポスターの構成や

文字の大きさ，伝える内

容の精選ができ，国語科

の目標に即したポスタ

ーを制作することがで

きた。また，発表のため

の練習にも取り組んだ。

小学生に分かりやすく

伝えるためのポスター

を目指して，グループで

内容の検討を重ねるこ

とで，情報モラル教室の

内容が精選され，理解も

深まったと考えられる

（図 11）。 

④ 小学生のための情報モラル教室 

 技術分野や国語科での学びを基に，総合的な学習の時間

の中で，情報モラルをテーマとしたポスターセッションを

行った。まず，各班の代表が小学生の興味・関心を喚起す

るため，アピールポイントを発表した。その後，班ごとに

行ったポスターセッションでは，ワークショップ形式を取

り入れたり，四コマ漫画を寸劇で表現したり，Ｑ＆Ａコー

ナーを設けたり，表現内容が多岐にわたり，様々な工夫が

見られた。教科横断的に国語科の授業で発表の練習を重ね

たことで，教科のねらいに即したプレゼンテーション能力

の向上が図られたと考えられる。 

⑤ 小学生の感想 

 小学生のための情報モラル教室に参加した小学生の感

想は，以下のとおりである。 

○今日の情報モラル教室では，LINE や，ＳＮＳはいろ

いろな危険があるんだと分かりました。どこのグル

ープも，クイズや質問をまじえて発表したり，グラフ

や表を使って説明していて，とても分かりやすかっ

たし，とてもおもしろかったです。 

○前半と後半にわかれて，中学生の発表を聞きました。

その中で，私はどの班も分かりやすく説明してくれ

たり，質問に答えてくれたり，すぐに納得しました。 

○発表を聞いてこれからは，パスワードを暗号にしよ

うと思いました。中学生の教えてくれたことを，これ

からの生活に生かしていきたいです。 

 「ポスターが分かりやすかった」「分かりやすい説明だっ

た」「これからの生活に生かしたい」といった記述から，

情報モラル教室でのプレゼンテーションの内容を理解し

たことがうかがえる。国語科の専門性が生かされ，生徒の

表現力の向上につながったと考えられる。 

３ 実践のまとめ 

(1) イメージマップ 

 実践後に再度イメージマップを作成させ，実践後の言

葉の数と内容について比較した。 

① イメージマップにおける言葉の数の変容 

 生徒の言葉の数は全体的に確実に増加している。研究協

力校での平均値の比較から，それぞれの学校でイメージマ

ップに書かれた言葉について数の増加が確認できた（図

12）。様々な角度からの内容で，講義を行ったことで，イ

ンターネット利用に関する知識が増え，定着したと考えら

れる。 

 実践前 実践後 

福島四中・平均 14.3 個 24.5 個 

石 川 中 ・ 平 均 12.1 個 19.6 個 

 

② イメージマップにおける内容の変容 

 次に，イメージマップに記述された言葉の内容について

比較した。 

 生徒Ｂのイメージマップでは，小さい，ゲーム，便利な

どの記述だったものが，デジタルタトゥーやゲーム障害，

人工知能，レアメタルなど３回の講義で獲得した知識が系

統立てて記述されていることから，学習した内容が整理さ

れて定着したと考えられる（図 13）。 

 

 

 生徒Ｃのイメージマップを実践前後で比較すると，一つ

図 11 制作したポスター 

図 13 イメージマップの比較（生徒Ｂ） 

実践前 

実践後 

図 12 イメージマップに書かれた言葉の数の変容 
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の事柄に対する理解の深まりがうかがえる。例えば，実践

前では，ゲームから派生している言葉が，友達，交換，お

金，ガチャだった。これは，自分がゲームでできることに

ついてのみの記述である。実践後では，同じゲームから派

生している言葉が，ゲーム障害，やりすぎ注意，不登校，

引きこもり，日常生活の支障と，ゲームに関わる負の側面

や自身の行動に関する記述に変容していた。実践前は，断

片化した知識であったが，実践後には，獲得した知識が有

機的につながっていることを見取ることができた。また，

探究課題としてゲーム障害をテーマとして取り上げ，レポ

ートを作成したことから，ゲーム障害についての知識を深

めることができたと考えられる（図 14）。 

 

 

以上のことから，新たな気付きを促す触発型の講義を設

定し，一連の学習のスパイラルに取り組むことにより，イ

メージマップの変容につながったと考えられる。さらに断

片化していた知識が有機的につながり，インターネット利

用に関する知識の定着を図ることができた。 

(2) 振り返りシート（リフレクション） 

 実践の最後に振り返りシートを使いリフレクションを

行った。振り返りシートでは，これまでの学習を振り返ら

せ，「学んだこと」「感じたこと」「心がけていること」「変

わったこと」の４項目について記述させた。この中から「心

がけていること」「変わったこと」の記述に着目し，生徒

の行動変容について見取った。生徒の記述内容を分類し，

整理した（図 15）。 

 具体的な記述として，利用時間については「確実に今ま

でより，時間が減った」「時間を制限している」などの記

述があった。ネット投稿については「言葉遣い，スタンプ

の使い方に気を付けている」などの記述があった。セキュ

リティについては「あやしいサイトに気を付ける」などの

記述があった。レアメタルについては「スマホなどを大切

に扱う」などの記述があった。このように生徒の行動変容

につながる記述が見られ，特に利用時間とネット投稿に関

するものが多く50％以上であった。 

 以上のことから，総合的な学習の時間に情報モラルを

テーマに設定し，一連の学習活動に生徒が主体的に取り

組むことで，情報モラルを自分事としてとらえ，インタ

ーネット利用の際の望ましい行動変容につながったと考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 自分が心がけていること・変わったこと 

(3) インターネット利用に関するアンケート 

 研究協力校において，厚生労働省で実施したネット依存

調査と同じアンケートを実施した（図 16）。 

 

 

図 16 インターネット利用に関するアンケート 
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図 14 イメージマップの比較（生徒Ｃ） 

 

出典：心と体を蝕む「ネット依存」から子どもたちをどう守るのか(2017)p9 
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 両校とも過剰使用の割合が，全国平均より低い数値であ

り，その中でも第１学年の数値が最も低くなっている（図

17）。第１学年の生徒は，インターネット利用の経験が浅

いことも考えられ，一概には言えないが，振り返りシート

に見られた利用時間についての意識の高まりが数値とし

て表れたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 保護者との連携 

 情報モラルの指導を効果的に進めるためには，保護者と

の連携が重要である。本研究では学習内容の振り返りと定

着を図る意図から，生徒が学習内容を保護者に伝え，コメ

ントを書いてもらう活動を繰り返し取り入れた。これによ

り，生徒と保護者がインターネット利用について，共に学

び考える時間を確保することができた。以下の保護者の感

想からも，生徒と保護者が共に学び考えた様子がうかがえ

る。 

 学校と保護者が両輪となって，生徒の情報モラルを向上

させていくためには，生徒の学びに保護者を参加させる学

校側からの働きかけ，仕掛けが必要であると考える。 

 

Ⅳ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

(1) 総合的な学習の時間における情報モラル教育 

 情報モラルを総合的な学習の時間における探究課題に

設定し，「課題の設定」から「情報の収集」「整理・分析」

「まとめ・表現」まで，生徒自ら主体的に学び，発信する

学習活動を展開することで，生徒のスマートフォンやイン

ターネットを使用する際の行動選択に必要な知識の定着

やそれに伴う行動変容を見取ることができた。総合的な学

習の時間に情報モラルを探究課題として扱うことの意義

と効果が確認できた。 

(2) カリキュラムの自校化 

 情報モラルを総合的な学習の時間の探究課題として設

定したことが，生徒の行動変容につながったことを，各学

校が研究の成果としてとらえ，今年度の取組を次年度の教

育課程の編成に反映することができた。 

(3) 地域，保護者との連携 

 インターネット利用における生徒の行動変容を促すに

は，学校だけの取組で完結するものではない。インターネ

ットを使用する際の行動選択は，社会的な問題である面も

踏まえ，学校，地域，保護者との連携を研究の手だてとし

たことで，情報モラル教育について地域間での共通認識を

図ることができた。また，小学校と中学校の連携，中学校

と高等学校の連携，中学校と家庭との連携，それぞれの連

携の過程で学習内容を数多く振り返らせることで，インタ

ーネット利用に関する生徒の知識の定着や行動変容へと

つなげることができた。 

２ 今後の課題 

 本研究を継続するには，変化の激しい情報社会の最新情

報を入手し，生徒に新たな気付きを促す触発型の授業をい

かに継続するかが課題となる。当センターとして，情報社

会の最新情報を常に発信できるよう情報収集に努め，情報

モラル教育に有益な情報を教育センターのＷｅｂサイト

を通じて発信する取組が必要である。 
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○ネットは便利で楽しいですが，相手の顔が見えない

だけに，色々な問題が起こりやすく怖い部分もやは

りたくさんあり，心配なところがあります。親子で考

えながら使いたいです。 

○今回の講義の内容を説明され，とてもよく理解した

ことが分かりました。ＩＤ，パスワードの管理など，

とても親として勉強になることがあり，子どもから

教わりました。 

○ネットでのあやしいサイトと安全なサイトを見分け

るのが，とても難しくなっていて危険だなあと感じ

ました。あやしいと感じることがとても大切だと思

いました。 

図 17 インターネット過剰使用の割合 

 


